
製品コンクール
　製品コンクールは、電気設備に関連する資
材の進歩改良を促進し、電気設備技術の向上
と関連企業の振興を図るとともに、社会生活
の向上に資することを目的に実施されている。
　今年は 50件の参加があり、栄えある表彰
製品は 13件。今後の電設業界を占う意味で
見逃せない製品ばかりである。
　本企画では、その中から、特に注目すべき
製品の詳細をご紹介する。

特別企画
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■開発背景
　日本政府は 2050 年までに、温室効果ガス
の排出量を実質ゼロにするという目標を宣言。
さらに、2035年までに国内で販売される新車
の 100％を電動車にするという目標も掲げら
れている。
　しかし脱炭素社会が進むにつれ、今後20年
で電動車バッテリーの廃棄量は約７倍増、太陽
光パネルの廃棄量は約 300倍増と予測されて
いる。さらに電池の生産時に使用するレアメタ
ルなどの地球資源の枯渇問題も社会課題となっ
ておりリユース・リサイクルの促進が今後必須
となる。

■特長・用途
　本製品は脱炭素社会の実現に貢献すべく、業
界で初めて車載用リユースバッテリーとリユー
ス太陽光パネル（オプション対応）を活用した産
業用太陽光自家消費蓄電池システムである。
①　受電設備、パワーコンディショナー、リユ
ース活用した蓄電池をキュービクル筐体にワ
ンパッケージ化することで、省施工・省スペ
ース・メンテナンス性に優れる。

②　リユースバッテリー、リユース太陽光パネ
ル利用によりバージン品に比較して製造工程
で発生するCO2 やレアメタル使用量の削減、
導入コスト低減に寄与。

③　独自の充放電制御で太陽光発電の余剰エネ
ルギーを効率よく蓄電でき、ピークカット、
ピークシフトによりCO2・購入電力量を削
減。

④　BCP対策として災害時に電源利用可能。

■安全性
•採用する蓄電池は、高い信頼性と安全性を
持つ日産リーフに搭載されている電池で
「UL1974」という安全認証を受け再製品化
したものを使用。筐体構造を工夫し、そのま
ま車載搭載形状パックとして搭載することで
安全性を確保。
•耐震強度の解析はもちろんのこと自社の耐震
試験設備で実際の地震波形による試験を実施
し、製品の安全性を確認。

■その他
•リユースバッテリーは加速・減速といった蓄
電池の急速な充放電を必要とする車載用途と
して役目を終えても定置用途ではまだまだ利
用可能である。劣化に関してはお客様の利用
条件により、劣化シミュレーションを実施し、
最適な蓄電池容量の提案が可能である。
•蓄電池をモジュール化することで蓄電池の交
換や増設も容易にできる。
•遠隔で状態を監視できるシステムと組み合わ
せることで、異常が発生した際には早期発見
が可能。

　以上の通り、本製品は環境に配慮した社会的
意義の高い製品である。
　本製品を導入することで、脱炭素社会の実現
に大きく貢献する事業者として企業価値をさら
に高めることができる。

www.nito.co.jp/guide/safalink-one/

産業用太陽光自家消費蓄電池システム
サファLink ‒ONE‒

日東工業（株）

国 土 交 通 大 臣 賞
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１．開発背景
　建設業での時間外労働上限規制が開始される
2024年に向けて、業務効率化による労働負荷
の削減は喫緊かつ最重要の課題であり、そのた
めに業界を挙げてさまざまな取り組みが行われ
ている。
　その取り組みの一環として、測定作業や入力
作業負荷を大幅に削減し、同時に測定品質を向
上することを目的とし、測定器の種類・メー
カーを問わず、フレキシブルに対応でき、各
種の帳票や図面に、変換や登録作業を伴わず
ダイレクトに測定値を入力できることをコンセ
プトとして開発された測定記録支援システムが
『BLuE』である。
２．特長
①測定作業が終わると同時に報告書が完成
　通信機能を備えた測定器からのデータを、各
種アプリケーションへ直接入力可能なこれまで
にないソフトウェアである。このソフトウェア
により、ケアレスミスが発生する測定後の転記
作業をしなくても報告書が完成する。大幅な労
働負荷軽減と測定記録の品質向上、またペーパ

ーレス化を実現する。
②測定器と接続したまま、使用する測定器を切
替え可能
　複数の測定器と同時に接続し、帳票や図面を
開いたまま、使用する測定器のみを切替えるこ
とができる。また、測定器との通信を行いつつ、
帳票や図面のみを切替ることも容易にできる。
③多種多様な測定器との連携、柔軟なカスタマ
イズが可能
　ベンダーフリーを志向し、メーカーや種別を
問わず、多種多様な測定器との連携が可能。ま
た、顧客の独自システムやテキストファイルへ
の対応、特定の測定器のみを用いた専用アプリ
ケーションの製作、帳票・図面側での機能追加
など、様々なニーズに対して柔軟に対応するこ
とができる。
３．用途
　工事における竣工検査、日々の点検や調査、
製造業における品質検査などに適用可能で、対
応測定器は2022年６月時点で８機種。2022
年度終了時点で約30機種を予定しており、以
降、順次ラインナップを拡張する。

www.smart-blue.net/

測定記録支援システム『BLuE』
（株）関電工

経 済 産 業 大 臣 賞
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　本製品は、需要が高まりつつあるEVの普通
充電器の竣工検査、保守メンテ向けのテスタで
あるだけでなく、電圧、絶縁、接地、検相、漏
電遮断器試験といった複数の電気測定器の機能
を全て一台にまとめたマルチファンクションテ
スタ（以下MFT）であり、電気に関わる全ての
ユーザーを対象としている。このMFTの EV
測定機能は、事務所、商業施設などで設置が見
込まれるMode3の充電器を主な対象としてい
る。Mode2 及びMode3 の充電器は、CPLT
信号により EVと通信を行っているため、EV
がない状態では充電が可能かチェックすること
が困難であった。この EVの代わりに CPLT
信号のやり取りを行うことが出来るアダプタも
オプションで用意しており、アダプタとMFT
を接続することで充電器に必要な様々な試験を
行うことができる。アダプタは TYPE1 コネ
クタを有しており、コネクタの全ての端
子と接続できるように4φのバナナ端子
が設けられている。このバナナ端子には、
MFTだけでなくユーザーの手持ちの絶
縁抵抗計やDMM、オシロといった機器
を接続して使用することももちろん可能
である。
　以下に簡単だが、MFTとアダプタを
用いて行うことが出来る試験内容を箇条
書きで示す。
１．絶縁測定　EV用に125Vと 250V
の絶縁レンジを有しており、電磁スイ
ッチで切り離された状態のケーブルの
絶縁抵抗測定を簡単に行うことが出来
る。

２．接地測定　一般的な簡易・精密の接
地測定以外に、接地棒が打ち込めな
い現場、単相 200V でニュートラル
線が無い充電器用に、活線（L1又は
L2）とアースの２本の線間のインピー
ダンスで接地を確認できる特別な機能
を持っている。

３．CPLT信号解析　アースとCPLT端子間
では、DC及び 1000Hz の矩形波によって、
接続の状態と充電器の最大充電電流（DUTY
比）のやり取りを行っている。MFTは面倒な
計算を行うことなく、EVの接続状態と最大
充電電流の値そのものを表示することが可能
である。
４．漏電遮断器試験　多くのMode3の充電器
は安全のため内部に漏電検知のシステムが組
み込まれているが、このMFTがあれば、感
度電流や遮断時間などを詳しく調べることが
出来る。
５．ロック解除ボタン　コネクタのロック解除
ボタンを押すと、PPとアース間の抵抗値が
変化し、EVが充電を止める機能が設けられ
ており、この抵抗値をチェックすることが可
能である。

www.kew-ltd.co.jp/news/detail/00212/

ＥＶ普通充電設備向け
マルチファンクションテスタ ＫＥＷ ６５１４ＢＴ

共立電気計器（株）

中小企業庁長官賞
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　弊社ではバネクランプ式クリップを用いたア
ースフックＨ型を販売しており、クリップを握
って開くワンタッチ着脱が好評である。製品の
性能上、電路に取りつけている間は容易に外れ
ないように強力な把持力が必要な為、強いバネ
を有している。そのためクリップを開くときに
強い握力が必要であるが、近年増加傾向にある
女性や高齢作業者の負担軽減を求める改善要望
の声が高まってきた。しかし、「強いバネ」を
「軽く開く」という相反する課題を解決すること
は難易度が高く、実現できていなかった。その
ような折に北陸電気保安協会様より共同開発の
御依頼を承り、取り組んだ結果、その課題を解
決するだけでなく、更に使いやすさを追求した
アースフックHA型を製品化した。EGキャッ
チとはＥ（earth）Ｇ（ground）キャッチ、「いー
じー」は北陸の方言で「良いね」の意味でもある。
（実用新案登録第3229429号）
　HA型はクリップの握り部に滑車を設け、そ
こにロープを通し、さらにそのロープを延長棒
の中を通す。このロープを引っ張ることでクリ
ップの開閉が可能となる機構を採用した。また、
端子側クリップ先端は L字になっており、電
路端子やブスバーにも取り付けやすく外れにく
くなっている。従来品Ｈ型クリップの把持力は
そのままで、「滑車の原理」を用いることにより
４分の１程度の力で操作できる。また、引っ張
ったロープと延長棒を片手で一緒に握ることで
クリップを開いた状態を保持でき、ロープを放

すとクリップを閉じることができる。
　両手で作業しにくい狭いスペースや高い位置
にある接地箇所に対してアプローチしやすくな
り、容易に接地作業を行うことができるように
なったことで作業者の負担を軽減できる画期的
な改良となった。例えば、キュービクル内の取
りつける場所は踏み台が必要な高所や、手の届
きにくい狭所にある場合が多くある。Ｈ型では
届きにくかった場所でも、HA型は持ち手に延
長棒を採用したことで容易に取り付け作業が行
える。このことは安全性、および作業時間の短
縮にもつながる実用性の向上となった。

www.hasegawa-elec.co.jp

アースフックHA型「EG（イージー）キャッチ」
キュービクル万能タイプ（対象電路：AC6.6kV）

長谷川電機工業（株）

•透明被膜ビニール電線
•相間22mm2×1.2ｍ×3本
•接地側8mm2×5ｍ×1本

三相側クリップ

接地側クリップ

質　量：約4.5kg
付属品：収納袋ロープを戻すとクリップが閉じる

全体図

ロープを引くとクリップが開く

（独）労働者健康安全機構
労働安全衛生総合研究所　所長賞
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■背景
　従来から電気工事においては，検電器や活線
警報装置など電気から身を守るための道具が利
用されている。しかし，これらの装置は装置本
体が充電部に近づかなければ動作しないため，
検電行為そのものを忘れてしまった人や，“装
置を装着していない”“装着できない”部分は守
れない、『死角』が存在する。
　今回開発した接近センサSN301は、従来の
ように装置が充電部に近づける必要はなく，ヘ
ルメットに装着するだけで（図１）人体のさまざ
まな部分が充電部に近づくと検知する。人体が
充電部に接近した時、電位上昇（図２のV02）が
生じる。このV02 は，人体と充電部との距離（図
２のd）に反比例する。V02 が大きくなること
を検出することで，人が充電部に近づいたこと
を知らせることができる。
　従来装置と同じようにセンサ本体が近づく場
合も、センサから離れている人体が接近する場
合も両方検知できるので、従来装置より検知範

囲が広くなり死角が少なくなるセンサとなって
いる。（図３）
■主な特長
１．高圧交流電源 6.6kV 架空配電線に特化し
て使用
２．一般的なヘルメット（MP型、アメリカン型）
に装着し , 人体のあらゆる方向からの高圧交
流電源の接近をブザー音と LED発光で警告
３．接近距離を注意と警告の２段階でお知らせ
４．内部回路の異常を確認できる自己故障診断
機能。電池消耗チェック機能
５．防塵防滴等級 IP54相当
６．特許出願中。（株）関電工との共同開発製品
■主な仕様

www.sanwa-meter.co.jp/japan/products/live_line_sensor/sn301.html

接近センサ SN301（架空配電線用）
6.6kV高圧交流電源の接近を人体のあらゆる方向で検知

三和電気計器（株）

図１　SN301とヘルメット装着状態

図３　検知範囲図２　検知の原理

（地独）東京都立
産業技術研究センター　理事長賞

検知電圧 AC6.6kV（対地電圧 AC3.8kV）

検知開始距離 ※
警告発報　約 70cm

注意発報　約 140cm（参考値）

対象電圧周波数 50Hz/60Hz

音量 発音部から 20cmの位置で 50dB以上

耐電圧 AC20kVで 1分

電源 CR2032（リチウム電池）3V×1

連続動作時間
待機時　約 2.5カ月（電源 ON時）

連続検知時　約５日間

IP規格 IP54相当

EMC指令 IEC61326-1

電池消耗警告 電源投入時に警告（ブザーと LED発光）

寸法／質量
43.5（H）×70.2（W）×30.4（D）mm（突起部含まず）

約 60g（電池含まず）

標準価格 ￥26,400 （税抜￥24,000）

※弊社の規定試験条件で感度レベル３（基準値）昇柱作業の距離
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　「AI による微地絡・地絡原因特定システム」
は、電力会社様と高圧需要家様の責任分界点に
設置のSOG開閉器、高圧絶縁監視機能付方向
性SOG制御装置、地絡状態監視装置とデータ
解析用の地絡状態監視サーバーで構成される。
　高圧受電設備の経年劣化や電気保安人財の高
齢化、人手不足化に伴い経済産業省ではAI や
IoT を活用した「スマート保安」を推進されてい
るが、当社としても何か貢献できることが無い
か検討し、開発したシステムとなる。
　本システムは、AI を使用することで、高圧
需要家構内における地絡の予兆（微地絡）や地絡
事故の原因が「ケーブル」か「ケーブル以外」のど
ちらに起因するものか判断することができる。
地絡発生個所の特定や、事故原因特定作業の効
率化に繋がる。

　また、微地絡を監視することで、予知保全と
して活用でき、突発的な地絡事故を未然に防止
する。
　システムの流れとしては、高圧絶縁監視機能
付方向性SOG制御装置で微地絡・地絡を検出
後、地絡状態監視装置より微地絡・地絡波形を
地絡状態監視サーバーへ送信、地絡状態監視サ
ーバーにて波形をAI 解析し、微地絡・地絡事
故の原因が「ケーブル」か「ケーブル以外」のどち
らに起因するものかを判断する。
　微地絡や地絡の原因特定作業をAI がサポー
トすることで、高圧受電設備の保安業務のスマ
ート化を実現する。
※本システムは現状、故障予知技術の確立を目指して
実証実験中です。

www.togami-elec.co.jp/product/product_130.php

AIによる微地絡・地絡原因特定システム 
（株）戸上電機製作所

（一財）関東電気保安協会
理事長賞
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営業統括部 ソリューション＆マーケティンググループ
担当者 /中村・田中　TEL 0952-25-4129

ＯＵＤ遠隔監視サービス担当

https://www.togami-elec.co.jp
〒840-0802 佐賀市大財北町1-1  TEL 0952-25-4125  FAX 0952-25-9767

～新サービスのご紹介～

監視・制御機器の動作情報を安価で遠隔監視できます！！

SOG制御装置の動作情報や地絡の予兆(微地絡)を遠隔監視

OUD通信端末代不要

サービス料は低料金で利用可能

既設監視・制御機器に後付けが容易

OUD通信端末代不要

※CHZ形：高圧絶縁監視機能付方向性SOG制御装置
※他の監視・制御機器のようとについてもホームページへ掲載しております。
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　TEV センサを用いた絶縁診断サービスは、
スイッチギヤの経年劣化で絶縁物表面などに発
生する部分放電や絶縁物内部の劣化などで発生
する部分放電を検出することにより、絶縁破壊
の予兆を診断するサービスである。また、従来
の絶縁診断に比べて、スイッチギヤの扉を開け
ずに診断が可能であり、診断対象となるスイッ
チギヤの絶縁方式が気中絶縁に加えて、固体絶
縁やガス絶縁の診断も可能とした新しいスイッ
チギヤ絶縁診断サービスである。
　本絶縁診断のシステム概要を図１に示す。
　部分放電の検出には、過渡接地電圧法（以下、
TEV法という）を採用したTEVセンサを開発
した。TEVセンサをスイッチギヤの盤面に取
付けて、部分放電が発生したときに生じる電磁
波に起因する盤面の電位変動と、部分放電の発
生箇所から接地極に向かって流れる電流に起因
する盤面の電位変動の信号を検出する。そして、
弊社独自の診断アルゴリズムにより、検出した
電位変動の信号の中から部分放電の信号だけを
抽出し、３種類の放電（内部放電、沿面放電、
コロナ放電）のいずれかを特定することによっ
て、スイッチギヤ内部のどこで部分放電が発生
しているかを推定する。
　本サービスの特長は次のとおりである。
①　盤の扉を開けずに安全に診断が可能
　TEVセンサはスイッチギヤ盤面にマグネ
ットで取付けるため、盤の扉を開けることな

く、安全に診断することを可能とした。
②　複数の絶縁方式の診断が可能
　気中絶縁スイッチギヤに加えて、従来の絶
縁診断ではできなかった固体絶縁スイッチギ
ヤやガス絶縁スイッチギヤの絶縁診断を可能
とした。（図２）
③　部分放電発生部位の推定が可能
　検出した部分放電の信号から、３種類の放
電（内部放電、沿面放電、コロナ放電）のいず
れかを特定することにより、スイッチギヤ内
部での部分放電の発生部位の推定を可能とし
た。
　TEVセンサを用いた絶縁診断サービスによ
り、スイッチギヤの絶縁診断が安全でかつ容易
になり、絶縁不良による事故を未然に防ぐため
の更新計画を支援するとともに、受配電設備の
健全な運用に貢献する。

www.global.toshiba/jp/company/infrastructure.html

TEVセンサを用いたスイッチギヤ絶縁診断サービス
東芝インフラシステムズ（株）

図１　絶縁診断システムの概要

図２　TEV法による絶縁診断の対象範囲

（一社）日本電設工業協会
会長賞
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　電気設備の浸水・水害対策としてもっとも効
果が期待できる手法は、浸水想定深さを踏まえ
てリスクの少ない場所に設置又は移設すること
である。しかし、移設には莫大なコストや時間
がかかり、予算、建物の条件によって必ずしも
対応が出来ないケースもある。本工法では、既
存設備に対して後付けで施工を行うことがで
き、大規模な改修工事を必要としない。
　例えば電気室などの引込部では、壁に開口部
を設けてケーブルを通線させている例が多くあ
る。しかし従来の止水処理材では開口部の防水
処理を行うことが困難だった。本工法は、複数
の材料を組み合せて充填することで、開口部を
閉塞し防水処理を行う方法である。（写真１）受
変電施設やポンプ施設等、水害発生時等でも停
止することができない重要設備等に適用するこ
とで、既存設備の耐水化を行うことが可能とな
る。
　防水処理にあたっては、開口部に充填し閉
塞する材料を適切に選定することが重要であ
る。本工法では、充填面積の大きい開口外周へ
は、強固に密着、硬化する収縮の起こりにくい
モルタル材料を使用する。また、漏水が発生し
やすいケーブル周りへは、様々な素材への高い
密着性を持つ自己膨潤型樹脂系止水材料「スト
パック」を使用して防水処理を行う。この組み
合わせで施工することにより、耐水圧0.5気圧

（0.049MPa）、水頭で５ｍ相当の水圧まで耐
えられる性能を発揮する。（写真２）（写真３）
　また本工法の特徴として、①ケーブルの増設、
再通線が容易であること、②一方向からの作業
で施工が完了できることの２点があげられる。
①については撤去が容易な止水材料である「ス
トパック」をケーブル周りに使用することで、
増設、再通線の際には撤去し、作業後に再度充
填を行うという対応が可能である。②について
はバックアップ材等を併用することで、１方向
からの材料充填が可能である。これにより、機
器で片側がふさがり作業できないような場所等
でも施工が可能となる。
　本工法を適用するにあたっては、施工箇所の
状況をよく確認することが必要となる。開口の
大きさ、ケーブルがどれだけ入っているか、ど
のような条件下で作業が出来るかを確認の上
で、適切な材料の選定を行う。

www.doi-web.com/product/p459/

開口部浸水対策工法
（株）土井製作所

（一社）日本電設工業協会
奨励賞

写真１　開口部浸水対策工法 写真３　加圧状況

写真２　水密性試験状況
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　本製品は従来の概念を覆す開閉機構を備え、
狭く奥まった配線でも電流計測を可能にした画
期的な製品である。
　データセンタのような電気室に設置されてい
る分電盤は、入出力ケーブルが多く配線されて
いる。
　このような設備ではケーブルも太く、その間
隔が狭いため１つのケーブルを挟みこむスペー
スがなくクランプしづらい。それが手前に配線
されていれば何とかクランプメータをねじ込ん
で計測することも可能である。しかしながら、
更に奥に配線されたケーブルは手前の配線に邪
魔され、クランプメータや手を奥に差しこむこ
とができず電流の計測が非常に困難である。
　電流計測は工事対象のケーブルを特定する重
要な作業である。このようなケースでは従来、
測定対象ケーブルにリングを取り付け、測定可
能な位置までリングを移動させて電流を計測し
ていた。この作業には必要以上に時間を要し、
非効率であった。人手不足が叫ばれるなか、こ
のような作業の効率化を目的として開発された
のがこのTCM-45Eである。

　従来のクランプメータの電流検出部はテコ
の原理を利用し握る力によって横に開閉する
が、TCM-45E は電流検出部に棒を接続し軸
を捻る力によって縦方向への開閉を可能にし
ている。また、表示部と電流検出部の間に約
20cmの棒を配置し、さらに電流検出部の厚
みをできる限り薄くしている。
　縦方向に開いたままアプローチすることで、
電流検出部が手前の配線の間をすり抜けること
を実現し、奥まったケーブルの電流測定を可能
にしたのである。
　尚、電流検出部は薄くすればするほど計測精
度が悪くなるという特徴があるが、TCM-45E
は薄くしても計測精度±２％を維持している。
開閉機構に目が行きがちだが、本製品は電流計
測の確かな技術に支えられて開発された逸品で
ある。
■仕様

www.multimic.com/products/detail/2651

Twist Clamp Meter  TCM-45E
マルチ計測器（株）

一般的なクランプメータの開閉

TCM-45Eの開閉

（一社）日本電設工業協会
奨励賞

項目 仕　　様

CT内径 45mm

測定レンジ AC・DC 10A/100A

分解能 10Aレンジ　0.001A
100Aレンジ　0.01A

精度 ±2.0%rdg±5dgt

交流検波方式 実効値検波

最大使用回路
電圧 AC・DC　500V以下

使用温湿度
範囲

0～ 40℃　80%RH以下
（結露がないこと）

電源 単４アルカリ電池×3

寸法・質量 W82×H473×D46.6mm　約 380g

付属品 電池、携帯ケース、取扱説明書
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